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自家用有償旅客運送 

国交省が高齢者移動支援モデル案パンフレットを発表 

許可･登録不要（「無償」）送迎の活用促進なるか？ 
 

 

 

国土交通省は高齢者の移動支援に関する

パンフレットとして、「高齢者の移動手段確

保のための「互助」による輸送～道路運送法

上の許可・登録を要しない輸送の制度とモデ

ルについて～」（以下、“「互助」による輸送”

と略す）と「「交通」と「福祉」が重なる現

場の方々へ～高齢者支援サービスの提供に

際しての交通・福祉制度及び事業モデルの整

理と解説～」（以下、“整理と解説”と略す）

の２つを公表しました。 

“「互助」による輸送”は高齢者の移動支

援のあり方を検討するため国土交通省に設

置された「高齢者の移動手段の確保に関する

検討会」が昨年６月にまとめた「中間とりま

とめ」の内容をふまえ、ボランティア移送に

携わる行政担当（主に市町村向け）や市民に

許可・登録を要しない輸送（いわゆる「無償」、

以下「無償」と表記）のあり方を説いたもの

です。 

いわゆる「無償」の移送活動は、その根拠

となる通達が 3 月に一部改正され、ボラン

ティアがガソリン代・有料道路代・駐車料金

しかもらわない場合、事業者等がコーディネ

ートの「仲介手数料」を収受できることや、

ガソリン代の計算方法として市町村が実証

実験を根拠とする定額設定が可能であるこ

とが新たに盛り込まれました。改正点につい

て“「互助」による輸送”では Q&A の形式

を中心に触れています。 

もうひとつのパンフレット“整理と解説”

は、平成 27 年度に介護保険制度で新しく

創設された介護予防・日常生活支援総合事業

における移動支援サービスと道路運送法の

関係性を整理した内容となっています。 

くわしくは、以下の URL より詳細をご覧

ください。 

 

国土交通省【高齢者の移動手段確保のための

制度と地域の取組モデルについて整理・解説

したパンフレットを公表しました！】 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/tr

ansport/sosei_transport_tk_000077.h

tml 

 

《トピックス》 
 

 

NPO 大和市腎友会 15 周年記念誌 

「森下送迎サービスのあゆみ」上梓 

神奈川県大和市で活動するNPO法人大和

市腎友会は、活動開始 15 年を記念して「森

下送迎サービスのあゆみ」を発行しました。 

大和市腎友会は、2003 年から“森下送
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迎サービス”として森下記念病院（神奈川県

大和市）の透析患者の通院送迎を行っていま

す。この送迎活動は、もともと病院が行って

いた送迎サービスを引き継ぐかたちで始ま

りました。患者会が主体となって行う通院送

迎事業のなかでも、このような経緯をもつ団

体は極めて珍しいといわれています。 

送迎利用者約 60 名、車両 7 台からスタ

ートした活動は、現在では 10 台の福祉車両

を有し、約 100 名の利用者の送迎・見守り

を行う福祉有償運送登録団体となりました。 

 「森下送迎サービ

スのあゆみ」には送

迎活動を行う上で重

要な組織系統、緊急

時対応、財政などが

収められています。

これから送迎活動を

行う団体にとっても

大変有益な参考資料

といえます。 

 

《事務局より》 
 

■2017 年度活動実績について（報告） 

 いつも通院介護支援事業「活動状況報告書」

をご送付いただきありがとうございます。 

各送迎事業所のご協力によって 2017 年

度分の活動実績集計は無事完了し、例年通り

一覧表を全国大会資料集に掲載することが

できました（実績一覧は別紙をご覧下さい）。 

残念ながら昨年度は２団体が活動休止と

なりましたが、本年度より新たに活動開始予

定の団体もございます。事務局では、活動状

況報告書を通じて皆さまの活動状況や課題

を委員会に報告しております。通院送迎事業

所の皆さまにはお手数ですが、引き続きご提

出についてご協力をお願いいたします。 

 

■全腎協 講師派遣制度をご活用下さい！ 

 全腎協では腎友会・送迎事業所の立ち上げ

を検討している方を対象に、勉強会、講演会

への講師派遣を行っております。希望開催日

の２ヶ月前までに、“通院送迎の講師派遣希

望”として、全腎協事務局・送迎担当までお

電話下さい。その際、テーマと講師について

ご希望をお聞かせ下さい。 

【テーマ】 

 全腎協通院介護支援事業の歴史 

 福祉有償運送とは 

 送迎事業所の開設ノウハウ 

 介護保険と通院送迎 

 デマンド型交通導入のノウハウ 

～地域ぐるみの送迎システム構築について～ 

 富山型デイサービスとは   ほか 

 

【講師】 

馬場 享 通院介護委員（全腎協会長） 

秋山 祐一 通院介護委員長（全腎協専務理事） 

金子 智 通院介護委員（全腎協常務理事） 

池田 充 通院介護委員       ほか 

 

【お申し込み方法】 

希望開催日の２ヶ月前までに、“通院送迎

の講師派遣希望”として、全腎協事務局・送

迎担当までお電話下さい。その際、テーマと

講師についてご希望をお聞かせ下さい。 

 

ＴＥＬ：03-5395-2631 
 

 

 


